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2. 1. 擬似コンビニエンスストア IC カード練習用教材
「ぴろりん」


















2. 1. 2. 対象児・保護者・教師の必要性など
対象児 保護者 教師
必要性 ★★ ★★ ★★
実行性 ★★★ ★★★ ★★★
好み・価値観 ★★★ ★★★ ★★
ライフスタイル ★★★ ★★★ ★★


























































2. 2. 2. 対象児・保護者・教師の必要性など
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2. 3. 2. 対象児・保護者・教師の必要性など
対象児 保護者 教師
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2. 3. 5. 社会的評価
C児が一人で安全に横断歩道を渡るまでに至ってな
いが，実際の横断歩道で渡る練習をすることは危険が
つきまとう。しかし，この教材はそういった事故の危
険性がなく，擬似体験ではあるが横断歩道を渡る経験
を積み重ねることができるため，C児にとって有効な
教材であろうと考える。　
３. 考察
今回報告した3つのICT教材は従来の画用紙や段
ボールなどで作成した教材に比べて，視覚的な変化や
効果音などが加わり，本物により似た教材になってい
る。そのため，他の環境設定と相まってより生活に近
い場面を設けることができた。そして実際の場面に近
い設定で学習を積み重ねたことが実生活での般化に繋
がったのではないかと考える。
また，教材に関してはほとんどの教材をPowerPoint
によって作成した。PowerPointで作成した利点として，
誰もが慣れ親しんでいるため操作が容易であること，元
のデータを修正することで子供の実態に合わせて作り
直すことができることなどが挙げられる。また，慣れて
しまえば教材を一から作るのも容易で，自分のアイディ
アをすぐに形にできる。タブレット端末を使えば，子供
がディスプレイを触って操作が可能となり，作成できる
教材の可能性も更に広がっていくことが考えられる。
４. 今後の課題
このように容易に作成することができるPowerPoint
によるICT教材だが，教材によっては作成の時間がか
なりかかる。また，PowerPointによる「教材の作り方」
そのものもまだ普及できていないこともあり，教師間
で教材を共有したり改良しあったりすることも難し
い。一見複雑そうに見える作りから教材の作成を敬遠
されることもある。今後は，既成のアプリのみならず、
個々のニーズに応じて作成可能なPowerPointによる
ICT教材の利点や効果を伝えていくとともに，教材の
作り方そのものについても普及していくことで，様々
な可能性をもったICT教材を教師間で共有して使って
いけるようにしていきたい。
附記
本研究は，第39回北陸三県教育工学研究大会　富
山大会で発表したものを元に，加筆・修正した。
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